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平成２５年７月１０日（水）職員会議提示

甲斐市立敷島小学校 自己評価書（前期）

平成２５年７月４日 (木 ) 作成

校長 「志村 隆」 記述者 職名（教頭）「坂本 祐二」

学校教育目標

「知・徳・体の調和のとれた 人間性豊かな子どもの育成」「知・徳・体の調和のとれた 人間性豊かな子どもの育成」「知・徳・体の調和のとれた 人間性豊かな子どもの育成」「知・徳・体の調和のとれた 人間性豊かな子どもの育成」

① 生きてはたらく 確 か な 学 力 を 身 に つ け た 子 ど も

② 心の豊かな子ども

③ 明るく たくましい子ども

学校経営方針

(1)全職員は、児童･保護者･地域の実態を的確に把握して、学校教育目標の実現に向けて努力す

る。

(2)「生きる力」をはぐくむ適切な教育課程の編成と実施に努めるとともに、学習指導要領に則

り、指導計画の改善と充実に努める。

(3)教育活動を推進するにあたり、常にＰＤＣＡに基づいた振り返りと改善を行い、その充実に

努める。

(4)授業時数を十分に確保し、指導内容・指導法の工夫などにより学習の基礎・基本

の定着を図る。

(5)言語活動の充実と活用型学習活動を取り入れることで、思考力・判断力・表現力

の向上をめざす。

(6)体験学習を重視し、地域の人・文化・自然等の教育財産の活用を図り、自ら学ぶ

意欲や共に学び合う態度の育成及び実践力の向上に努める。

(7)より深い児童理解に努め、指導方針や内容の共通理解を図る中で適切な生徒指導

にあたる。

(8)特別支援教育についての啓発を図り、個々のニーズに応じた適切な指導が行える

校内体制の充実に努める。

(9)家庭や地域社会との積極的な交流体制の充実に努め、地域に開かれ、地域に信頼

される学校づくりをめざす。

(10)学習環境を整備し、明るく楽しい学校づくりと、健康・安全教育を推進する。

(11)教職員の資質の向上を図るとともに、職員の長所を生かし、協働して教育活動に

専念できる職場づくりに努める。

１ 全体評価

・教職員の自己評価の回答から見ると、本校の前期の教育活動及び学校運営（学校

経営、学校運営、学習指導、生徒指導、地域との連携、学校の特色等）に、適切

に対応しているかについては、「そう思う」「ややそう思う」と回答している者が

ほとんどである。これは、教職員が学校経営方針を理解するとともに，日頃の教

育実践や校務分掌を遂行する中で，学校教育目標の具現化に努めているからであ

ると考える。

・児童へのアンケート、全質問２５項目中（内３問は具体的な数字で答えるもの）、

肯定的な回答が８０％を超える項目が１７個であり、全般的には良好な様子が伺

える。

・具体的な児童アンケートを見ると、「学校が楽しいですか」という設問に「とて

も楽しい」６１．５％、あるいは「楽しい」３３．１％と回答し、昨年度前期（５
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７．９％、３６．０％）より、｢とても楽しい｣が３．６ポイント、両方を足した

合計も０．７ポイント上昇しており、学校生活をさらに肯定的にとらえている。

・授業については、９０．５％の児童が「とても楽しい」「楽しい」と回答してい

る。また、「授業中に質問や意見を言っていますか」という設問には７５．０％

の児童が「よく言っている」「言っている」と回答し、昨年同期に比べると２．

５ポイント上回ってはいるが、他の項目に比べると割合は低い。

・「算数の授業の内容はわかりますか」という設問に９１．９％の児童が「とても

わかる」「わかる」と回答している。

・「授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。」という設

問に「あまり聞いていない」１７．３％、「聞いていない」４．５％と回答して

おり、昨年度同様この割合がそれなりに高く、引き続き課題として考えていく必

要がある。

・児童へのアンケートで肯定的な回答の割合が８０％未満の項目は、上記以外に、｢こ

まったことがあったら、相談できる先生がいますか。（７３．８％）｣｢授業中に

質問や意見を言っていますか。（７５．０％）｣｢今住んでいる地域の行事に参加

していますか。（７９．６％）｣｢もし、いじめをしている人がいたら、止めるこ

とができますか。（７９．６％）｣である。いずれも７０％は超えている。今後、

回答を詳細に分析するとともに、この割合を少しでも上げる手立てを検討してい

き、更なる児童の前向きな姿勢を育成していきたい。

89.7 10.3 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅠⅠⅠⅠ----1 1 1 1 あなたの学校は、学校教育目標が、学校経営方針を踏まえたものになっている。あなたの学校は、学校教育目標が、学校経営方針を踏まえたものになっている。あなたの学校は、学校教育目標が、学校経営方針を踏まえたものになっている。あなたの学校は、学校教育目標が、学校経営方針を踏まえたものになっている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

89.7 10.3 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅠⅠⅠⅠ----2 2 2 2 あなたは、学校経営方針に基づき、教育活動を行っている。あなたは、学校経営方針に基づき、教育活動を行っている。あなたは、学校経営方針に基づき、教育活動を行っている。あなたは、学校経営方針に基づき、教育活動を行っている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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61.5 33.1 3.8 1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ1 1 1 1 学校は楽しいですか。学校は楽しいですか。学校は楽しいですか。学校は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない

54.9 35.6 6.9 2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ5 5 5 5 学校の授業は楽しいですか。学校の授業は楽しいですか。学校の授業は楽しいですか。学校の授業は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない

41.4 33.6 20.7 4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ10 10 10 10 授業中に質問や意見を言っていますか。授業中に質問や意見を言っていますか。授業中に質問や意見を言っていますか。授業中に質問や意見を言っていますか。

A よく言っている B 言っている C あまり言っていない D 言っていない

57.5 34.4 6.2 1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ7 7 7 7 算数の授業の内容はわかりますか。算数の授業の内容はわかりますか。算数の授業の内容はわかりますか。算数の授業の内容はわかりますか。

A とてもわかる B わかる C あまりわからない D わからない
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２ 項目ごとの評価結果（達成状況・改善策）

Ⅰ 学校教育目標に関して・学校経営について

・全教職員が、学校教育目標具現化に向け、学校経営方針を理解し教育活動を行っ

ている。児童のアンケートを見ても、全校児童の９４．６％が「学校がとても楽

しい」「楽しい」、９６．７％が「クラス（学年）に仲の良い友だちがたくさん

達 いる」「いる」、９０．５％が「授業がとても楽しい」「楽しい」と回答している。

成 ただし、これらの設問に対し、それぞれ５．４％、３．３％、９．５％の児童が

状 満足していない状況であることも事実である。

況 ・Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルを生かした教育活動の実施については、「そう思う」「や

やそう思う」が合計で９６．６％ではあるが、「そう思う」が７５．９％、「や

やそう思う」が２０．７％であり、昨年度同期の調査よりは、｢そう思う｣の割合

が１５．２ポイント上がってはいるが、よりこのサイクルが明確に意識していく

必要がある。

44.2 34.0 17.3 4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ8 8 8 8 授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。

A よく聞いている B 聞いている C あまり聞いていない D 聞いていない

73.5 23.2 3.3 0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ2 2 2 2 クラス（学年）に仲の良い友達がいますか。クラス（学年）に仲の良い友達がいますか。クラス（学年）に仲の良い友達がいますか。クラス（学年）に仲の良い友達がいますか。

A たくさんいる B いる C あまりいない D いない

75.9 20.7 3.4 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅠⅠⅠⅠ----5 5 5 5 あなたの学校は、あなたの学校は、あなたの学校は、あなたの学校は、ＰＰＰＰ→→→→ＤＤＤＤ→→→→ＣＣＣＣ→→→→ＡＡＡＡサイクルで、教育活動が取り組まれている。サイクルで、教育活動が取り組まれている。サイクルで、教育活動が取り組まれている。サイクルで、教育活動が取り組まれている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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・確かな学力の定着については、個に応じた指導の充実、体験的な学習の積極的な

取り入れや問題解決的な学習の重視、指導と評価を常に一体的にとらえるよう工

夫・改善の一層の充実に努める。

・豊かな心の育成については、児童理解に努め、道徳の時間の充実や体験活動（自

主的、自発的な学級会や児童会活動、自然体験、読書活動等）の充実を図り、家

改 庭や地域と協力し「声かけ」「あいさつ運動」に取り組む。

善 ・「友達作り」に関しては、引き続き相手を思いやる心を持ち、仲間を大切にする

策 児童を積極的に育成していく。そのことが「学校が楽しい」にも通じていくこと

になる。

・Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルを生かした教育活動の実施については、さらに課題を

明確化して、職員が共通意識を持ちながら、実践し、客観的に振り返る機会を

更に積極的に設け、サイクルとして実感できるようにする。

Ⅱ 学校運営について

・校舎内外の施設設備の管理、個人情報の保護・セキュリティについての教職員の

意識は高く、諸表簿や公文書、記憶媒体を適切に管理している。職員相互に適切

な管理の呼びかけも行っている。

達 ・防犯、防災、事件、事故等に対する危機管理マニュアルの理解については、十分

成 理解する機会と時間の確保に一層努めて行く必要がある。特に防災に関しては、

状 一昨年３月に起きた東日本大震災から学んだ多くの体験を生かすために、マニュ

況 アルの継続的な検討を引き続き行っている。より現状に合う形としていく。

・校内研究（研修）への関わりについては、５５．２％の職員が前向きに関わった

と回答する一方で、４４．８％の職員が「ややそう思う」という結果であった。

テーマは前年度に引き続き、言語活動の充実をメインにした取組を継続していく。

市教委の２年間の指定を受け、積極的に研究を行っていきたい。１学期は、言語

活動の充実に関わり、講師の先生を二人招聘し、｢単元を貫く言語活動を位置づ

けた国語科の授業づくり｣、｢対話を活用した授業の創造｣（含む示範授業）につ

いて多くの示唆をいただいた。職員にとっても貴重な体験となった。

・「あなたは、職務上「報告・連絡・相談」を行っている」の設問に対しては、「そ

う思う」８２．８％、「ややそう思う」１７．２％で、報連相については概ね良

好と言える。

51.7 44.8 3.4 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅡⅡⅡⅡ----1 1 1 1 あなたは、校舎内外の施設設備を定期的に点検し、結果を的確に処理・報告（整備・保全）している。あなたは、校舎内外の施設設備を定期的に点検し、結果を的確に処理・報告（整備・保全）している。あなたは、校舎内外の施設設備を定期的に点検し、結果を的確に処理・報告（整備・保全）している。あなたは、校舎内外の施設設備を定期的に点検し、結果を的確に処理・報告（整備・保全）している。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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・防犯については、マニュアルの確認の機会を一層もつとともに、「声かけ事案」

「学校への不審者侵入」「通報訓練」等、想定を変えた防犯教室を関係機関（警

82.8 17.2 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅡⅡⅡⅡ----3 3 3 3 あなたは、個人情報保護・情報セキュリティの観点から、諸表簿や文書、記憶媒体を適切に管理・活用している。あなたは、個人情報保護・情報セキュリティの観点から、諸表簿や文書、記憶媒体を適切に管理・活用している。あなたは、個人情報保護・情報セキュリティの観点から、諸表簿や文書、記憶媒体を適切に管理・活用している。あなたは、個人情報保護・情報セキュリティの観点から、諸表簿や文書、記憶媒体を適切に管理・活用している。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

65.5 34.5 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅡⅡⅡⅡ----2 2 2 2 あなたは、危機管理（防犯、防災、事件、事故等）マニュアルを理解している。あなたは、危機管理（防犯、防災、事件、事故等）マニュアルを理解している。あなたは、危機管理（防犯、防災、事件、事故等）マニュアルを理解している。あなたは、危機管理（防犯、防災、事件、事故等）マニュアルを理解している。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

55.2 44.8 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅡⅡⅡⅡ----8 8 8 8 あなたは、校内研究（研修）に主体的に関わっている。あなたは、校内研究（研修）に主体的に関わっている。あなたは、校内研究（研修）に主体的に関わっている。あなたは、校内研究（研修）に主体的に関わっている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

82.8 17.2 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅡⅡⅡⅡ----7 7 7 7 あなたは、職務上「報告、連絡、相談、確認」を行っている。あなたは、職務上「報告、連絡、相談、確認」を行っている。あなたは、職務上「報告、連絡、相談、確認」を行っている。あなたは、職務上「報告、連絡、相談、確認」を行っている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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察署）と連携する中で実施し、児童や職員の意識と技能の向上を図る。本年度は

昨年度に引き続き２年生においても防犯教室を実施した。また、６月に首都圏の

改 小学校で起きた、正門付近での集団下校児童への傷害事件を受け、「学校への不

善 審者侵入」に対する取組を積極的に行っていきたい。

策 ・施設、設備の安全点検については、日常の観察と定期的な安全点検を徹底し、速

やかに修繕と危険物の除去を行う。校舎の老朽化も進んでいるため、日常の点検

を小まめに行うことに心がけている。

・地震、火災等に対する防災については、定期的な避難訓練をより現実に近い形に

し、保護者と連携しての引き渡し訓練の在り方を引き続き検討していく必要があ

る。予告無しの防災訓練の実施も積極的に行っていく。

・個人情報の保護・セキュリティについては、全職員に日常より更なる自覚を促し、

管理（文書管理マニュアルの徹底、パスワードの設定）に努める。慣れには十分

注意していき、常に基本に立ち返ってセキュリティの徹底確認を行っていく。

Ⅲ 学習指導について（児童生徒用アンケート等も含めて）

・全校児童の９０．５％が「授業がとても楽しい」「楽しい」、９０．１％が先生

はわかりやすく「よく教えてくれる」「教えてくれる」と回答している。基礎的、

達 基本的な内容の確実な定着のために、個に応じた指導の充実に努めている結果が

成 表れていると言える。

状 ・「もし授業でわからないことがあったら、先生に聞けますか」という設問に対し

況 ては、「よく聞いている」が４４．２％、「聞いている」が３４．０％と回答し

た。今後も継続して「聞くことができる」教室環境を作っていく必要がある。

・評価規準と評価方法を明確にした授業の実施については、「そう思う」「ややそ

う思う」がそれぞれ、４３．５％と４７．８％であった。また、「ややそう思わ

ない」が８．７％であった。

・「あなたは、生き方教育（キャリア教育、進路指導など）を児童の実態に応じて

行っている。」という設問については、「そう思う」４２．３％、「ややそう思う」

５３．８％である。｢そう思う｣の割合が決して高いとは言えず、キャリア、進路

について更なる共通理解が必要である。

80.8 18.3 0.7 0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ6 6 6 6 先生はよく勉強を教えてくれますか。先生はよく勉強を教えてくれますか。先生はよく勉強を教えてくれますか。先生はよく勉強を教えてくれますか。

A よく教えてくれる B 教えてくれる C あまり教えてくれない D 教えてくれない
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・楽しい授業、わかる授業を目指し、今後とも個に応じた指導（繰り返し指導、グ

ループ別指導、補充的な学習等）や体験的な学習（作業、実習、創作、実験）の

充実を図っていく。

改 ・キャリア教育、進路指導に関しては全体計画を再度確認するとともに、より児童

善 の実態にあった実践の工夫が必要である。県のキャリア教育研修などの内容を積

策 極的に生かしていく。

・評価規準と評価方法を明確にした授業の実施については、今後も計画的に実践を

紹介しあったり、その効果について研究する機会（校内研究）を設けたりする。

評価規準の見直しを常に行っていく。評価規準についての共通理解を行っていく。

Ⅳ 生徒指導について（児童生徒用アンケート等も含めて）

・「児童理解のためのコミュニケーションを図っている」、「規範指導に取り組む指

44.2 34.0 17.3 4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ8 8 8 8 授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。授業（勉強）でわからないことがあったら、先生に聞いていますか。

A よく聞いている B 聞いている C あまり聞いていない D 聞いていない

43.5 47.8 8.7 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅢⅢⅢⅢ----5 5 5 5 あなたは、評価規準と評価方法を明確にした授業を行っている。あなたは、評価規準と評価方法を明確にした授業を行っている。あなたは、評価規準と評価方法を明確にした授業を行っている。あなたは、評価規準と評価方法を明確にした授業を行っている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

42.3 53.8 3.8 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅣⅣⅣⅣ----3 3 3 3 あなたは、生き方教育（キャリア教育・進路指導など）を児童生徒の実態に応じて行っている。あなたは、生き方教育（キャリア教育・進路指導など）を児童生徒の実態に応じて行っている。あなたは、生き方教育（キャリア教育・進路指導など）を児童生徒の実態に応じて行っている。あなたは、生き方教育（キャリア教育・進路指導など）を児童生徒の実態に応じて行っている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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導に取り組んでいる」はいずれも９６．５％、１００％の職員が「そう思う・思

う」と回答した。これは、学校経営方針の一つ「より深い児童理解に努め、指

達 導方針や内容の共通理解を図る中で適切な生徒指導にあたる」をよく理解し、

成 学級経営の充実や教師と児童、児童相互の人間関係づくりを重点に取り組んで

状 いるからと考えられる。

況 ・「問題行動（いじめ、不登校等）の早期発見・早期対応ができている」「職員間

で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている」「健全育成のために学校、

保護者、地域及び関係機関との連携が図られている」等については、「そう思う」

｢ややそう思う｣の合計が、それぞれ１００％、９６．４％、１００％といった

回答で高い割合であった。

・「人より先に、あいさつをしていますか。」の設問に対して８３．５％の児童が

「よくしている」「している」と回答しており、昨年同期とほぼ同じ割合である。

・「もしいじめをしている人がいたら、とめることができますか」の設問に対して

７９．６％の児童が「しっかりできる」「できる」と回答しているが、「あまり

できない」「できない」と回答した児童が２０．４％いることは確認しておく必

要がある。

・｢朝ご飯を食べて登校していますか。｣｢将来の夢や希望を持っていますか。｣につ

いて｢食べていない｣｢持っていない｣と回答している児童が、それぞれ３人、１５

人いることも確認しておく必要がある。

67.9 28.6 3.6 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅣⅣⅣⅣ----1 1 1 1 あなたは、児童生徒理解のためにコミュニケーションを図っている。（対：児童生徒）あなたは、児童生徒理解のためにコミュニケーションを図っている。（対：児童生徒）あなたは、児童生徒理解のためにコミュニケーションを図っている。（対：児童生徒）あなたは、児童生徒理解のためにコミュニケーションを図っている。（対：児童生徒）

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

71.4 25.0 3.6 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅣⅣⅣⅣ----5 5 5 5 あなたの学校は、職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている。あなたの学校は、職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている。あなたの学校は、職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている。あなたの学校は、職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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・児童一人一人についての理解と共感的理解（カウンセリングマインド）に努め、

教師と児童、児童相互の好ましい人間関係を育てる。

・いじめについては、児童の日常の様子、他の児童や職員、保護者等からの情報、

改 アンケートの分析等をもとに、積極的な早期発見に努める。そして、絶対に許さ

善 ないという毅然とした態度で臨むとともに、何でも言い合える環境づくりに努め

策 る。

・不登校への支援としては、継続的にスクールカウンセラーと連携し、児童や保護

者への相談体制の充実を図る。

・あいさつ運動を積極的に今後も行っていく。あいさつがしっかりできることの良

さをを日常的に機会を捉えて紹介していく。児童会の取組も継続的に行っていく。

Ⅴ 地域との連携について

・「地域の人材や施設の活用」については、「そう思う」が５１．９％｢ややそう思

60.7 39.3 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅣⅣⅣⅣ----6 6 6 6 あなたの学校は、児童生徒の健全育成のために、学校・保護者・地域及び関係機関との連携が図られている。あなたの学校は、児童生徒の健全育成のために、学校・保護者・地域及び関係機関との連携が図られている。あなたの学校は、児童生徒の健全育成のために、学校・保護者・地域及び関係機関との連携が図られている。あなたの学校は、児童生徒の健全育成のために、学校・保護者・地域及び関係機関との連携が図られている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

67.9 32.1 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅣⅣⅣⅣ----4 4 4 4 あなたは、問題行動（いじめ、不登校等）の早期発見・早期対応ができている。あなたは、問題行動（いじめ、不登校等）の早期発見・早期対応ができている。あなたは、問題行動（いじめ、不登校等）の早期発見・早期対応ができている。あなたは、問題行動（いじめ、不登校等）の早期発見・早期対応ができている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

39.8 39.8 12.2 8.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ25 25 25 25 もしいじめをしている人がいたら止めることができますか。もしいじめをしている人がいたら止めることができますか。もしいじめをしている人がいたら止めることができますか。もしいじめをしている人がいたら止めることができますか。

A B C D
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う｣が４０．７％であった。概ね活用が図られてきていると思われるが、「やや

そう思う」が４０．７％であることを考えると一層の積極的な活用が望まれる。

達 ・ほとんどの教職員が、お便りやホームページ等を通して、教育活動や学校運営に

成 ついて地域や保護者に積極的に情報を発信している。

状 ・職員はＰＴＡ活動に主体的に参加している意識があり、保護者のＰＴＡ活動に対

況 しても、概ね協力的であると感じている。

・「地域、保護者は、児童生徒の安全確保に努めている」については、全員の職員

が協力的だと感じている。保護者による「登校時の旗振り」、高齢者による「子

どもの帰り道ふれあい事業」など、児童の安全確保に有効に機能していると思わ

れる。

51.9 40.7 3.7 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅤⅤⅤⅤ----1 1 1 1 あなたは、教育活動の中に地域の人材や施設を活用し、地域の教育力を生かす指導を行っている。あなたは、教育活動の中に地域の人材や施設を活用し、地域の教育力を生かす指導を行っている。あなたは、教育活動の中に地域の人材や施設を活用し、地域の教育力を生かす指導を行っている。あなたは、教育活動の中に地域の人材や施設を活用し、地域の教育力を生かす指導を行っている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

85.7 14.3 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅤⅤⅤⅤ----3 3 3 3 あなたの学校は、学校の教育活動について、たよりやホームページを通して保護者や地域に広報している。あなたの学校は、学校の教育活動について、たよりやホームページを通して保護者や地域に広報している。あなたの学校は、学校の教育活動について、たよりやホームページを通して保護者や地域に広報している。あなたの学校は、学校の教育活動について、たよりやホームページを通して保護者や地域に広報している。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない

69.0 31.0 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅤⅤⅤⅤ----5 5 5 5 保護者は、保護者は、保護者は、保護者は、ＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡ活動に協力的である。活動に協力的である。活動に協力的である。活動に協力的である。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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・家庭や地域への積極的な情報発信（学校・学年・学級便り、ホームページ等）を

引き続き行い、学校開放(授業参観、行事への参加、学習支援等）、学校評価結

改 果の公表と教育活動の改善など、家庭や地域、関係機関等と一体となっての教育

善 活動を展開する。

策 ・保護者や地域に住む高齢者等の協力を得て行う授業の実施、地域素材の発掘と教

材化などを継続して実施していき、地域の教育力を教育活動に反映させるよう努

める。

・通学路の安全確保に引き続き積極的に取り組み、児童への指導、安全環境への配

慮を重点的に行っていきたい。

Ⅵ 学校の特色に関して

・学校経営の重点項目の一つとして、引き続き「あいさつ」を取り上げ、児童会活

動と一体となって取り組んでいる。より主体的なあいさつの実施ということで、

一昨年度より設けた「人より先に、あいさつをしていますか」という設問に対し、

８３．５％の児童が「よくしている」「している」と回答している。昨年度とほ

ぼ同じ割合である。「先生や友だちとあいさつしていますか」という設問から一

歩進んだ形であるが、あいさつに対する意識の高まりが感じられる。積極的に継

続していきたい運動である。

・他の重点項目として「きれいな学校」に取り組んでいる。師弟同行による日常の

清掃活動、児童会活動による「敷小キレイキレイ作戦」では、草取り、石拾いな

ど、具体的な活動や場所をきめて１学期末に取り組む予定である。

・本校の特色ある教育活動の一つとして合唱活動に取り組んでいる。一学期には３

回のドレミファ集会を実施し、音楽の学習や学年の合唱活動の成果を発表するよ

い機会となっている。

達 ・「泉の時間」（始業前活動）を設定し、「よむよむタイム（活動）」「学習タイム（自

成 主的な学習）」「ファミリータイム（縦割り班活動）」「スポーツタイム（体育活

状 動）」などの活動を計画的に行い、児童も前向きに取り組んでおり、教職員の意

況 識も高い。朗読サークルの方々のボランティアによる参加も積極的にお願いして

いる。「ファミリータイム」については、昨年度と同様に、より一歩進んだ活動

として、実施する種目の選択制、より高い上級生の指導力の発揮場所を設けてい

る。

86.2 13.8 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ⅤⅤⅤⅤ----6 6 6 6 地域・保護者は、児童生徒の安全確保に努めている。地域・保護者は、児童生徒の安全確保に努めている。地域・保護者は、児童生徒の安全確保に努めている。地域・保護者は、児童生徒の安全確保に努めている。

A そう思う B ややそう思う C ややそう思わない D そう思わない
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３ まとめ

<成 果>

・教職員が学校教育目標達成に向け、学校経営方針に基づいた教育活動を展開してい

る。学習指導においては基礎・基本の定着、個に応じた指導を重点に確かな学力の

定着に取り組んだ。このことは、児童の「授業が楽しい」「先生はわかりやすく勉

強をおしえてくれる」といった評価結果にも現れ、児童の学習意欲を喚起する結果

となっている。また、生徒指導においては、積極的なコミュニケーションによる児

童理解ときめ細かな指導により、きまりや約束を守るといった規範意識が高まり、

行動へとつながっていると考える。

・本校の特色教育活動である「ファミリーグループによる活動（縦割り班活動）」の

内容の工夫と計画的な取組は、全校集団づくりや学級集団づくりなど、教師と児童

の信頼関係や児童相互の好ましい人間関係づくりといった面で大きな効果を発揮し

ている。

・教職員一人一人が、常に研究と修養に努め、教育的愛情をもって、教育活動に取り

組むことにより、学校教育目標である「知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子

どもの育成」を図りたい。平成２４、２５年度の２か年、市教委の「言語活動を充

実させる授業推進事業」の指定校となる機会を積極的に捉えて、校内研究を通して

指導法の研究等を行っていく。本年度は公開研究会を１１月８日（金）に予定して

いる。積極的な研究としていきたい。

<課 題>

・相次ぐ災害、事故、不審者等、学校安全に関わる取組の改善が引き続き強く求めら

れている。防災講話、予告なし避難訓練の積極的実施、マニュアルの継続的な見直

60.1 32.8 5.7 1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ21 21 21 21 清そう活動をしっかりしていますか。清そう活動をしっかりしていますか。清そう活動をしっかりしていますか。清そう活動をしっかりしていますか。

A しっかりしている B している C あまりしていない D していない

53.2 30.3 10.4 6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＱＱＱＱ26 26 26 26 人より先にあいさつをしていますか。人より先にあいさつをしていますか。人より先にあいさつをしていますか。人より先にあいさつをしていますか。

A B C D
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し、児童への指導等、より安全な環境作りを目指していく必要がある。

・教職員の自己評価と児童のアンケート結果から、教育活動に取り組む教職員の意識

と児童の学校生活における感じ方にさほど差違がないことがわかった。今後はこの

結果を教育活動のさらなる充実につなげていくために、実践を振り返り工夫してい

きたい。Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルを生かした学校評価、改善を繰り返しながら、よ

り高次の教育を追求していく必要がある。

・児童や学校が抱える諸課題の解決に向け、今後も家庭や地域の人々との情報共有や

教育活動への参画を求めていきたい。


